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１．はじめに 
 

 道路は，社会・経済活動を支援する重要な社会資本と

して，日常の生活に欠かせないものとなっている．近年

国民のニーズは増々多様化・高度化しており，道路交通

サービスは質の面でもより一層の充実が必要と考えられ

る．道路交通サービスの質はドライバーにとっての主た

る関心事であり，ドライバーのニーズを実現するもので

なければならない．そこでドライバーの認識をモデルに

より定量化する試みが行われてきた．しかし，前後区間

の走行経験がドライバーの認識形成に影響を及ぼしてい

る可能性があり，走行サービスの質に対するドライバー

の評価構造については少なからず不明な点が残されてい

る．このようにドライバーによるある道路の評価がその

前後区間のその前後区間の走行経験により変化するとき，

その影響を「順序効果」と呼ぶ．そこで本研究では，ド

ライバーの道路交通サービス評価の認識構造のより解明

を図るため，道路交通サービス評価に対する順序効果の

影響について検証する．  
 
２．既存研究 
 

 喜多・谷本・塩谷1)はドライバーが感じるストレスを

交通状況と対応づけ，走行区間内で時々刻々と変化する

交通状況において瞬間的にドライバーの感じる交通状況

により感じる効用を推定するモデルを提案した．このモ

デルは区間内のある瞬間におけるサービス水準は表現し

得るが，区間全体でみたサービス水準まで表現し得るか

検証されていなかったため北島2)は実験走行を行い，走

行中に直面する運転環境を７段階で評価したデータと周

りの道路交通状況からモデルに入力して得られるドライ

バーの瞬間効用値との比較を行いモデルの説明力を検証

したが，さほど高い相関が確認できなかった区間もあっ

た．そこで，喜多・小坪・谷本(3)は衝突危険度TTCに変 
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行実験で得たデータを入力したところ，区間全体におい

てもある程度の相関を確認することができたが，必ずし

も十分なのものではなかった．その一部は順序効果の影

響による誤差に起因しているものと推察される． 
 
３．順序効果の影響の検証方法 
 
本研究では，まず時々刻々と変化する道路交通状況

を，ドライバーの効用として指標化する．ここで用いた

ものは，小坪３）の提案したドライバーが時間的に変化

する交通環境で運転行動をとった時，瞬間ごとの効用を

評価するためのモデルである． 

 
 

：時刻tにドライバーjが享受する瞬間効用 
：前方車両との衝突危険度（PICUD）  
：後方車との衝突危険度（PICUD）      

  ：前方車両との相対速度                   

：後方車との相対速度   
：ドライバーjの希望走行速度 
：ドライバーjの実際の走行速度 

        ：パラメータ 
 
 次いで，地点別と区間全体での評価への順序効果の影

響の検証を行う．ある区間を走行しているときの，区間

内での瞬間，瞬間でのサービス水準評価を「地点評価」，

区間全体での評価を「区間評価」と呼ぼう．この２パタ

ーンのもとで順序効果の影響を受ける走行映像と順序効

果の影響を制御した走行映像を作成し，その映像を被験

者に 10 段階評価してもらい，その各々の主観的評価値

を比較することで順序効果の影響を検証する． 
 
〈検証１〉地点評価の順序効果の検証方法 

順序効果の影響を制御した走行映像として，１分間

のある走行映像を，０～６秒の映像，６～12 秒の映
像・・・，54～60 秒の映像への 6 秒間ずつの計 10 種
類への映像へと編集する．被験者にこの６秒間，10 種
類の走行映像をランダムに計 10 種類の映像をランダム
に 20 分ずつ空けて提示し，各映像を 10 段階評価して
もらう．順序効果の影響を受ける走行映像として，被験

者に先ほどと同じ走行映像を順序通りに提示し，6 秒，
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12秒，・・・，60秒と走行映像を 6秒おきの主観的評
価値を記録する．これらにより得た順序効果の影響を受

ける主観的評価値と順序効果の影響を制御した主観的評

価値の各々と(１)式により得た瞬間効用値との相関係数
を求め，比較する． 

 
〈検証２〉区間評価における順序効果の検証方法 
 今 10 種類の交通状況の走行映像がある．順序効果の
影響を制御した走行映像として，被験者にこの 10 種類
の走行映像を単独に１つずつ 30 分ずつ時間空けてみて
各 10 段階評価をしてもらう．また順序効果の影響を受
ける走行映像として 10区間のうち 2区間を選びんで組
み合わせたものを 30 分ずつ空けて被験者に通してみて
もらい，前半区間，後半区間をそれぞれ 10 段階評価し
てもらう．これらにより得た順序効果の影響を受ける主

観的評価値と順序効果の影響を制御した主観的評価値を

比較する． 
 
４．検証結果 
 

4.1 地点評価における順序効果の影響 

〈検証１〉を３名の被験者に行ったところ，順序効

果のある主観的評価値と瞬間効用値の相関係数から順序

効果の影響のある主観的評価値と瞬間効用値の相関係数

へとそれぞれ，0.78→0.91，0.79→0.81，0.88→0.89

へと増加した．つまり順序効果の影響を制御することで

(１)式の精度は増すことがいえる． 
4.2 区間評価における順序効果の影響 

〈検証２〉を 15 名の被験者に対して行い，順序効果

の影響を受ける主観的評価値と順序効果の影響を受けな

い主観的評価値を比較した結果，前半区間の変化には特

有の変化をみることはできなかったが，後半区間には一

定の変化がみられた．以下に示すのは順序効果による主

観的評価値の変化の傾向をまとめた表である． 
 

表１，交通状況の変化による順序効果の影響 

道路交通状況の変化 順序効果の影響

悪い道路→普通の道路 後半区間大きく増加傾向
悪い道路→良い道路 後半区間わずかに増加傾向
良い道路→普通の道路 後半区間わずかに減少傾向
良い道路→悪いの道路 後半区間ごくわずかに減少傾向  

 
表１より，順序効果の影響を最も受けやすい道路区

間は“不快でも心地良くもない状況”での走行であると

いえる．これは，Kahneman4)が示した結果と同じ傾向を

有しているという点で極めて興味深い．上記の区間は同

文献における０点に対応する概念であり，近ければ近い

ほど順序効果から受ける影響は大きく，離れるにつれて

その影響はだんだんと小さくなることが確認できる． 
また本研究では，良い道路から普通の道路または悪

い道路と走行したときより，悪い道路から普通の道路ま 
 

 
たは良い道路へと走行したときのほうがより順序効果の

影響を受けやすい結果となった（図１，図２）．  
 

５．おわりに 
 
 本研究では順序効果がドライバーの道路への評価，

認識構造に与える影響を検証した．今後，道路交通にお

ける0点の定義，順序効果を考慮したモデルの構築を行

っていきたい． 
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図１　悪い区間から普通の区間へ走行した際の

順序効果の影響
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図１　悪い区間から普通の区間へ走行した際の

順序効果の影響
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図２　良い区間から悪い区間へ走行
した際の順序効果の影響
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図２　良い区間から悪い区間へ走行
した際の順序効果の影響
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